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	応用
	抗原情報
	背景
	βアドレナリン受容体キナーゼは、βアドレナリン受容体および関連Gタンパク質共役受容体のアゴニスト占有型を特異的にリン酸化します。全体として、βアドレナリン受容体キナーゼ2はβアドレナリン受容体キナーゼ1と85%のアミノ酸相同性を示し、タンパク質キナーゼ触媒ドメインは95%の相同性を示します。これらのデータは、受容体機能を広範に制御する可能性のある受容体キナーゼファミリーの存在を示唆しています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + [βアドレナリン受容体] = ADP + [βアドレナリン受容体] リン酸。,機能：βアドレナリン受容体および近縁受容体のアゴニスト占有型を特異的にリン酸化します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。AGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。GPRKサブファミリー。,類似性：1つのAGCキナーゼC末端ドメインを含みます。,類似性：1つのPHドメインを含みます。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性：1つのRGSドメインを含みます。,
	研究分野
	ケモカイン;エンドサイトーシス;嗅覚伝達;
	画像データ
	

	GRK3抗体を用いたHepG2細胞およびHeLa細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GRK3 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	GRK3ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

